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i日古河鉱業若松ピル

所千五 地:北九チトi市清松区本興Jl-1l-18

竣 工:1919年 (2004年設楼)

用 途:多目的ホール・会議議

(改持前:オブイス〉

所害者:北九州事

設計者:~輪大林組、北九州五〈改修)

(椅洋建築計顕事務所(改修)

片野捧(改修)

施王者:機大林組

維持管理者:I日古河鉱業若松ピル管理議営委員

この態勢は、大正 8年 (1919年)旧財閥系企業の古河鉱業が表松に進出した折の支車事務所ピルで、

石炭の額出滞として賑わった松バンド〈海岸通りの近代港湾器市空閣帯}のシンボjレ的な建物として、

大正昭和の時イtをこえて長く地元住誌に親しまれてきた。

平成に至る近年、入居者もなくなり、若朽化が進み、取壊しも検討されたが、徳性的な街作りをし

ようと地元市民が立ち上がり、保事運動に乗り出し、署名や多額な寄付金を集め、市に陳情した結果、

市と地元市民語体による運営管理、活用計断が検言守された。

建物は大正期ア…ルデコ j様式の塔をもっ 2諮建てのレンガ遣の講造で、内部と屋綴架構が木造となっ

ている。

新しい耐震基準に合わせるべく学識者による綾誌がなされ、屋根両と 2~僚の床に鉄1tの水平トラス

で星雪崩の語外変形を持東し、更に長・短還に鉄骨ブレースが新設されている。内部は建設当時の 1荷

受付ホール事務雪量、金庫:と 2階への木造疑段を原形で残し、強は新しい屠途に改修されている。

外装は、天然スレートの一文字ままき・緑青銅板の瓦様茸きのマンサード屋根が実現し、銅製鋳物人

工緑青の原根飾り、 GRC人工洗い出しによる外感装飾が、舟装は漆喰の補修による柱頭飾りが復元さ

れている。

施設の維持管理運営は、長率・活用の市民連諮から発足した在意詩体「旧古河鉱業若松ピ lレ管理運

が指定管理者として管閣を行い、設備などの法定点検は各専門業者と協力して行っている。

設備前では、集会所・椴事場への用途変更に対5与して、空翻設惜の鍛 ~Uガスヒートポンプエアコン

など、ほとんどの設備が保存‘改修を期に吏新されている。

保全計闘のなかには、木軸床の保事継承をしたことから、白蟻防除点検(年 4樋)を盛込む等紹か

な配癒も伺える。

設機はりニューアル~れ管理の再スタ…ト持点にあり、維持保全計画推進笈任者の北九州市と管理

との艇な連携で諦設の良好な保安が持続することを期持したい。

若松バンドの滋寂の景観は、 IBi古河鉱業若松ビルを唯一のシンボルとして、海F字通りのボードウオ

クと共に懇欝されているのであるが、周辺に残る数棟の近代建築群が荒廃して残されている。

これらの建物が続けて市民や市当掲の協力でよみがえり、若松バンドが近代化遺産として碍整儲さ

れてゆくことを祈っている。 
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